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f三m学会雑誌j 71巻6 号 （I978ギI2月）

える試みに成功している。ペンシルヴCT■ニア鉄工業史 

は著者が多年宇がけてきた研究域であるが，工業史 

と農業史との統一的®解という:実証的に困難の多い課 

題が, 著者によって開拓されたといってもよ'^、であろ 

う◊著者はこの方法をもっズ植民地時代および南北戦 

争前の南部の誠工業を分析し,南部の経済構造が如何 

に敦工業のあり方を規定するかを分析してみせた。

(3) 独占資本の形成史と産業資本発達史とを統一的 

に把握する方法を提示した。従来この2 つの研究領域 

は別個の研究領域として，史料的にも，問題意歳の面 

でも，容易に接統し難、、領域力あったが,ことに著者 

によって初めて，経済史研究者の側から，経済史研究 

の諸成果をふまえて，独占形成史の問M がとりあげら 

れたことは意義深'/、ものとIr、わなければならない。

( 4 )高度に発展した独占資本が，不況を媒介として 

原料生産部門を包振していく場合，国内の後進地域の 

おくれた社会経済挑造を，どのようにして自己の生産 

的基礎に組込んでいくかを分析する方法に示唆を与え 

すこ。 独占—— 産業構造一一士地制度という構因が，国 

内的にも, 国際的にも，試論としてではあれ示唆され 

たことは興味深いものがある。

以上のように，Aミ到厳密な史料批制をふまえた「ア 

メリカ鉄銅発達史論J は，実証的にも，‘方法的にも， 

未踏の領域をきり拓いたものとして高く評価さるべき 

であり，また学界においても客観的な評価が与えられ 

ている0

提出論文について，技術的 • 形式的•構成的に不備 

な個所や粗さが目につくが，それらは本論文の主題に 

関して価値をそこなうものではないと考えられる。

よって本論文は経済学博士の学位にみさわしいもの 

である。 '■

■‘ 論 文 ま 查 担 当 者 主 森 中 村 勝

同 副 查 鳥 崎 ：陸

同 ク 鈴 木

学力確認担当者 山 本

同 ’ 中 錄

己 

失 

圭 介

正

登

寒

金九 " ^ 夫君学位授与.報告

報 告 番 号 第 952号 

学 位 の 種 顏 経 済 学 博 士  

授与の年月日昭和 53年 3 月24日’

学位文題あ r中国の恋革期における通貨に開する 

研究j ■

内 容 の 妻旨

[中国の変期における通貨に開する研究 
中華人民共和国成立前後における経済 

構造9 变苹過程に開する研究のー侧而として—— J ニ 

論文要旨 金 丸 一 夫
本論文では,以下の3方而に重点がおかれた0 

第. 1 国民党政権がr 8 年抗戦J 勝利後に奏施した 

通貨政策は，空前のインプレによって0 ぎつぎに失敗 
したが，中共政権は，建国数年にしてインプレを克服 
し，安定した通貧制度を確立した。.中共政権の通貨政 
策の成功と前政権の失敗は,両者の政策上の相違を浮 
き彫りにすると同時に，同じ中国に継起的に出現した 
政権'でありながら, 権力の性格の相違が，いかに対照 
的な变化をもたらすものであるか，を明らかにしてい 
くことに努めた。 ：
第 2 人民幣のヒナ型はすでに20年 前 の r蘇幣J と 

して生まれ，その後。 I■辺幣Jを経て，人民幣へと成長 

した。人民幣め [ルーツ』を探り，そ程麽史的過のを 

追跡し，究明に努めた。

第 3 新中国の唯一の通貨である人民幣の貨幣とし 

；cの本質や社会性格について，貨幣理論の分野’におけ 

る間題どして究明に努めた。この理論的分折め前提と 

して， I■社会主義とは何か_]を過渡期理論の祝角から研 

究した。この一般理論の展開に基づいて，中®の過渡 

期社会としての各発展段階の特徵,及び各段階での人 

民僻の本質と性格を明らかにすることに努めナこ。これ 

は, いわゆる r社会主義貨購J についての理論間題へ 

の 1つのアプローチヤあるとともに，私の社会経済問 

題に対する取り組みにおける方法論の具体的な例示力 

もある。本論文で, 私は，20年来の過渡期に関する理 

論的研究の成来を, 恼明にま示したつもりである。 

次に各章ごとの問題に參ろう。 -

第 1享では，本論文でいう *'褒黎期_1は，新政権成 

立前の数年問の内戦期を合め，新社会の土地ホ命’経 

済復與期を経て,国民経済め長期許画期に入る時期ま
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学位授与報告

でを対象とし， r過渡期J そのものではないととを明ら 

かにしている。

第 2 享国民政府は,抗日戦勝後の 1945年 8 月から 

1949年I2月初めに合湾へ脱出するまで4 年余り，復興 

.建設に成果な < , 内戦を開始し,通貨の増発と接収 

. 国有資産の放出で译混乱を招き，汚職と社会腐敗 

に拍車をかけ，最大の援助国アメリ力にも見離され, 
中共軍に完敗した。この間，1935年から実施された法 

敷制度も，1948年 8 月には，天文学的なインフレによ 

ゥて押し流され，金円券が新登思した。とれも10力.月 

でその生を閉じ，後元及び銀元兌換券が生まれたが， 

短命の r 5 ガ月通貨J として史上からも採殺されよう 

とした6 ここでそれも拾い上げた。

第 3 享人民幣の底史的継頭 :性を卖態的に迫及し, 
中華ソビュト区やのf蘇幣J の開始と最期，抗曰滅時 

の I■辺幣J の生誕と役割， r人民幣j への成長 . 転化, 
人民職によ？)新中国の幣制統一という大事業の完成過 

程を図表によって明示した。

第 4 $ 斩政権の金融 . 通貨政策の根幹は,完全な 

国家管理である6 中国の厘史上初めて全国単の貨輕 

が生まれ， 唯一の管理通貨（紙幣) が流通し，旧来め 

通貨や金 ' 銀 ‘外貨はすべて流通及び私的売買が禁止 

された。建S 当初の荒れ狂うインプレの波を鎮静イ匕し, 
人民幣の価値安定のため， r折実単位j 制度という独き 

のやり方を採用し, 見事に成功した。その状況をかな 

り詳細に紹介した。

第 5 享この前段で叙述したように，ここでは2 つ 

の理論問題に取り組んだ。まず過渡斯の区分について: 

け，私の結論を2 つの0 まで大胆に総括した。社会主 

義貨辦論では，過渡勘区分と切り離して論じては不毛 

の議論になりかねないことを指搞し，各段階毎に本質 

と,性格を分析した。

論文審査の要旨

本論文は，日中戦争終結後蔣介石政権が貨幣•通貨 

に関して実施した諸政策の処理しえなかった,#、性イン 

プレーシg ンを, 人民政権が如何にして収3}^^しめえ 

たか，人民政権ウインフレ克服の手段となった貨幣. 
人民辦が，実はそめ20年以前からその" ヒナ型"を有し， 

A路11；《支配下のいわゆる解放g：の中で’，® 民 政 府 行  

の紙勝に対して如何に通貨としての本質を形成するに 

至ったか,そしズこの対立通货が新人民政権の下に確 

立した史上初の全国統一貧幣として础立した時,その 

基本的性格を明らかにすることにより，社会主義経済

における r過渡期の理論」に 1̂3：照明をあで,社会主義 

の下での貨幣の、理論的究明を行なおうとするもので 

ある。 ,
社会主義経済の下における货辦の基本的性格は , 

f社合主義経済め下にお’ける商品生座と値値法則j の 

大論争とかかおる問題で,特に現代社会主義経済と過 

渡期論の場において收り上げられてきたが,特定の国 

民経済の社会主義経済參行の史的检証を通じて逆算. 
理論的措定されたことはない。ルしプル，づ ル ク,デ 

イナール，レバ♦ フォリントなど，このような轿究の 

空白な領域においてなされた本斬究は,この方面で学 

界に貢献を行ったことになろう。 .
本論文第2章 , r蔣政権末期 <本士における)におけ 

る貨幣と通貧」で扱われる, インプレの進行と法醉の 

退場，金円券の導入とその限界，銀元の该元兌換券発 

行の経緣は， 日中戦争のさなか中国経清を破局に導い 

た感性インフレ^ シ g ンに対するa 民党政府め通货政 

策の様相を明らかにし，中心的研免対象である人民幣 

形成の背景の史的検証である6 
1037年の盧溝橋ま件から日本軍降伏の1945年までの 

戦争格済の下での法幣発行のi u 舍= 通貨膨張C !93テ年 

迹貨発行高は14慮元て*あったのが1945年末には1兆390億元;と: 
なった）の根本原因を戦争遂行のためめ，そして1945 
年から1949年新人民政権成立までの5；に加速度的膨張 

(I947年 4 月に6兆元）のそれを内戦遂行のための"財 

政面からの法幣大量投入" に金丸氏は求めておられる。 

すなわち，1947年収入I3兆元に対してま出は4l兆8 , 000 

余億元で28兆 8 *000余億元の赤字を埋めるための手段 

として通貨発行増発を行い，それによっておこる法幣 

の下I在が対米ドル為替率に影響してドノレ相場の急騰を 

もたらす。そごで国民党政府は新為替弁法を公布して 

法 幣 （元) の対ドル交換率を決定* 実摊し， 更に 

後大ホ员な引上げを行った。G945年8 月に1 ドル= 3 ,000元 

—I947年7月に1 ドル53,000元： 貨換算）それは年9 僮 

ドルの金及び外貨( ドル)を所有していた国民政府（r対 

華援助法案J 審議の際、にアメリカ国務翁が発表）が法懷回収 

のためにT メリカに金を放出し1948年' 1 月 1 日現在で 

2 億 7 ,4 0 0方ドルしか所有していなくなったま:態と照 

応する。卸売物価指数でみると金丸氏は1937年比とし 

て1047年各月の上海市政府の発まま字をかがげ， 1月 

ニ0,S)67倍, 5 月=^20,000 倍， 6 月 ニ4 1 ,203 倍 , 12月 

中句二132,058倍という與常な冗進を指摘されている丄 

このインプレの急進に対する国民党政府の通貨政策 

として幣制改革があらわれる（P. 45), 1948年 8 月に

-145 (J057、.
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公布されたf財政経済緊急措置香•!の柱は,①金円券発 

行弁法，②人民所有の金• 銀 . 外:^処理弁法，③中華 

民国人民がS 外に所有する外国為替資産の登記管理弁 

後, ④財政整理及び経済統制独化弁法からなるとして， 

金 . 銀 •外国為替を制限し，計6億ドルを基礎とした 

全 円 発 # 弁法め制定•公布とその役割が取上げられ 

る。この新‘條発行の日から!■従来の法幣の発行を停止 

V , 無制服に金円券と交換し， 定の期間後法幣の流 

述を禁止しすこi からこれは文字適りの條制改革である《 

しかしとめ金円券も金を連結してはいるが『金本位 

制J ではないJ こと，■■法幣の300方元を金円の1円に 

しだというデノミネーションにすぎないJ と同時に， 

路行最高限度額を従来の法敏の限度額のGO倍にひき上 

げたことは,この新幣制度がインフレーションの隠蔽 

•促進の性格を，それ自体当初から有していたという 

指摘がなされている。

相次いで制定された「財政整理及び経済統制强化弁 

法J によってひきおこされた増说（たとえぱ★塩は約70 

倍）による負担増，公共料金引上げによる物価の腾贵， 

賃金のすえおき，輸入制限による原料不足などによる 

経済危機はこの金円券の基本的性格と相俟って中®経 

済の正常な循環復婦を実現しえなV、"悪性インフレー 

ショ ン"へとすすめていっ た状況が各法令の詳细な注 

記によって示さH る。

、で幣制改革後のインフレと第1次修正并法（69 

1 0 .財政整理及び経済統制敏化弁法の第1次修正（72 

頁）☆通じてインプレの進行による対ドル比の引上げ， 

金の法定含有量め引下げ，発行限度額変吏の手続きの 

恼便化，金とを内券，銀と金円券交換比の引上げなど 

を通じて高騰するインスレの法的追認がなされた点が 

确認される点は重要である。次いで金円券発行弁法の 

修正による政府の"金 . 銀売出し政策"にもかかわら 

ず政府の金融ひきしめ，通廣緊編政策は完全に失敗す 

るわけで1948年12月には，同年8 月座準の生計指数の 

18.3倍となり，軍隊が出動して強権的統制政策の限界 

が示きれる6 ■

更にプメリカみ対華政策を通じ，第 2 次財政金融改 

本 (8 4 K )が実施される力’、，遂に国民党政府ぱ,実質的 

に金円券を廃止して '銀元を流通させようと;'図るに至 

る◊ そしで1949年 7 月 に r出現して8 ヶ月0 に金円券 

は *■第 3 次 僻 制 改 の f■銀元及び銀元兌換券発行弁 

法J によって無効となるJ (9 0 H )ことになる。そして 

この第4 次敝制改苹によ て発行された銀元兌換券は 

1949ギ10月 1 日に新人民政府が成立し，同年l i 月に人

民銀行という中国はじめての統通貨をふまえすこ中央 

後行の確立を背景にI2月に廃止された。世にいう『史 

上まれにみる短命な『5 ヶ月通貨j j との基本的性格 

の指摘やある。 .

銀元 1元は-1 ^ , 純銀ね,493,4^8 ダラムを舍有する 

ことを条件にしてあるが, 金丸氏は,その制度の目的 

が銀本位幣とじての鋳貨と同時に発行される紙幣と, 

その補助紙赠け分，1角, 2魚, 5角）がそれぞれの地 

名券として発行できる点にあったと錢く指摘される。

智発行の地名券を実施した理由は,すでにこの段階で 

本国のネ勢はA 路軍の支'配下にあったま情に照応する 

力*、，そのよ‘うな状況卞にある潜発行紙幣が兌換紙幣で 

あることを保証する条件にましいのみならず，政府{"ニ！ 

体が度重なる幣制改本下に出された本位貨離の銀含有 

量タ利ざやをとっていたま:実が指摘される。又この時 

点ですでにA 路軍支®下に流通している人民隙の原型 

があり，人民政府成立時点でとの銀元は一律に墙紘 I 
とされ，兌換しないという声明が出されていた（93直）

ことも明記される。中夹政府は「各省省銀行1元券及 

び補助券発行弁法■!にもとづいて実施の段どりを指令 

したが, それが実施に移る以前に，政府自体が本土を 

捨て台湾に移ってしまったという現実の中に新政府 

が成立する，としてこの蔣介石政府の対通貨政策め幕 

ぎれの指抜は，同政府政策の基盤のもっ性格をてらし 

て歴史の転変• 転換の様相をあらわに示しており,こ 

のような劇的ともいえる通貨の転変の資料に裏付けら 

れた解明とその整理は，張公権氏が著書"悪性インフ 

レーシg シ"’が対象とした時期の終了後を対象とした 

新鮮さのみならず，資本主ま体制の崩壊の具象化とし 

ズ破滅的対イ ソ フ レ通貨政策をとらえ，体制転換の過 

程分析としズ評価されよう。

第 3 享人民激の形成 . 統一過©については先に述べ 

たように，中国が国ぎ党支配体制下法條が流通'してい 

る段階ですでに局地的1̂こ成立していた中華ソピエトと 

呼ばれる解放地区ヤ流通. 使用していた,いわぱ人民 

幣の前身の形成から始められるり1931年11月に江西省 

瑞金に成立した中華ソビュト共和国臨時中央政府が国 

家銀行としてめ：11農銀行を設立し, 貴幣•通貨発行権 

を年えて，いわゆる [蘇 船 ‘ •■蘇鈔J を発行したのが 

この1つの典型であるとしてい金丸氏は，同一*の時勘 

に同の国民経済において2 つの異なった質の通貨が 

存おし, それが歴史の経過の中で闘♦的性格を有しつ 

っ?|ミ長した過糖自体が中国経済わ歴史そめものをあら 

わすものであり，かづそのような経緯を背景に形成.

—146 (̂ 1058)̂
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拡 大 . 立 し た 人 民 離 の 具 体 的 形 態 と ， そ の よ う な 確  

立 • 展 開 を も っ た 人 民 幣 の 理 論 的 な 性 格 一 一 • 範 時 規 定  

を 行 う こ と を 目 的 と さ れ て ， そ の た め の 史 的 検 嵐 が 目  

さ れ て い る の が 本 享 で あ る 。

解放区とは何か，なぜ一国内に別個の臨時政府が成 

立し，通貨の発行権を与える銀行が成立しうるのか。. 

キれ{ネどのような条件としくみ}(t よって " 流通"する 

"紙幣’* たりうるのか，当然のこととして法幣はこの 

紙幣との交換を拒杏するので，一般地区との隣接地に 

おいて，更にその解放!^において体制伽め®貸と並行 

通用（105頁）していたとして何故並行適用しうる価値 

を有するようになったのか，体制側通貨の族重なる幣 

制改革とそれにからまるインフレーシ' g ンの進行に対 

してどのような関係を持ちつづけたのか，等このM常 

理解しえない "解放区の流通手段" に対して，金丸氏 

はできるだけ事实を示すことによぅで，その条件を明 

らかにしようとことろみる（98~110直)。

更にa 幣の形成と統への準傭過程から人民幣によ 

る幣制統一による辺幣の回收（特に120頁の統ニ過程の図 

は貴重）の経過を明ら:i 、にする一方， その形成過程か 

ち みた「人民幣J の特殊性としてf■多様な種類の貨幣J • 

•■多元的発行」の戦略的性格とその可能性，解放区の、 

拡大による物質の生産.流通親模の拡大とインプレー 

シ £1ンからの防衛を目的とした体制支配の外に成立♦ 

形成されていく経済圖の性格の反映,人民発行準備め 

"非資本主義的性格" などが指摘される。解放区の貨 

‘幣価® と体制内の貨龄tui値の比較は一律に決定するこ 

とのできない条件をもっているが,準備として金 . 銀 

ではなく，生産された物資量そのものであったとする 

点は，貨幣理論上から多くの問題をふくむとしても，

対 イ ン フ レ 収 束 を 目 指 す シス テムとしては,新華社 社  

論 援 用 の 金 丸 氏 の 立 論 は , 今 後 中 国 経 済 の 発 展 段 階 と  

貨 幣 の 問 題 に 生 産 的 提 を 行 っ た といえる。

第 4 享人民購の確立と安定化 , で’は旧通貨，盛，

銀 , 外 貨 に 対 す る 処 置 と して，1949年 12月 8 日国 民 党  

政 府 が 台 湾 に 脱 出 し て か ら ， 流 通 し て い た 一 *般 旧 3 1 貨  

を 新 人 民 券 に 交 換 す る ことにな っ た 状 況 と ， そ の 交 換  

比 率 , 0 3 2 宜 の 一 寛 - 衷 に くわしい）を 示 し ， 新 政 府 の 「旧  

政 権 の 貧 僻 * 金 融 制 度 を 形 式 的 に 継 揉 し ， 内 容 的 に は  

全 く 新 し い 貨 條 . ☆ 融 制 度 を 建 設 す る _ ! 方 針 を 詳 述 す  

る 。 そ れ は い う ま で も な く  r共 同 綱 領 J に 示 さ れ る こ  

の 時 点 の 中 ■ 新 政 府 の 政 権 の 性 格 と " 照 応 す る , , の だ  

ゼ 、、 と の ; Tヴ、金 丸 氏 は 余 り 強 調 さ れ て は い な い 。

つ い で 新 政 府 の 金 • 銀 * 外 貨 対 策 に ふ れ （1 3 8 ~ " 1 4 8

H ) 人民券の対外的对応を解明されるのほ極めて賢明 

で, 世界資本主義ポ場に対•する人民券の位置‘内容を 

検討するための，後述の理論化の前提となるものであ 

0  * •

ついで金九氏は，そゥ第2 節で [折実制度J (Parity 
Unit System Vを取りあげる。 中国科学院上御き済挤 

究所, 上海社会科学経済研究所編[■上海辩放前物価資 

料編J (1958)をひいズ氏は1949年 6 ,月め上海卸売物価 

指数を100とすると* 同I2月に1,192 .か, 1950年 ;12月に 

2 ,62し9 4 , 1お1年12月に3 ,073 ‘ 15まであがり，それを 

ピークに1952年より安定,さしもの大インプレーシ g  

ンも収東した事実をふまえて(154H),人民隙の流通厳 

囲，ま通速度に大ぎ/パt•らつきがあり， 日中戦争,国 

内戦争の被害から立ち直る中国経済の生産復興チンポ 

の地城差にょるぱら0 きと相俟って，新政府の下での 

再を産棉辑墓盤の形成に時を要し,その時点ャ採用さ 

れたシスチムi して折卖制度があてられたとする。

それは,物価の急激な上昇にょる通価価値の急激な 

減値にょる損失をカバーするためにとられた,（•一定 

の 『実物』（主耍生活必需物資) を価値きI.算の；̂度とし 

て, その伽格を基準にして各!^'の収入を調整しょうと 

する制度J である0.たとえぱ"1元ニ小ま1.斤という規: 

準をいい，湯培新氏の著作『中国通貨膨張諭JIをひき 

ながら金九氏はィ物資にょって購価を振評:するのが中 

共貨糖制度の精神セあるこi を調し,後段で社会主 

義貨敝の本質をつく氏め論点が，すでにとの段階の析 

ま制度に史的にもあらわれ始めていることを明らかに 

している（1G1貝)。それは更に折実単位制度から折実 

預金という明確な形をとるに至る。 すなわち，インプ 

レ対策の1つとして，賃金を前年の第3季 （10~12月の 

3ヶ月間）の平均額として計算しその半分現金,半 

分を食糧で支仏い，現金部分は企業，各機関内の消費 

合作社から必要物資を購入するシスチムである。他方, 

新政府は全円募の回収, 金 • 銀投機の廃止，外貨管理 

の一切を人民銀行で統率し，折資預金制度を通じて遊 

資を集中管理し，生途に投資. 操業を開始させ，m場 

を安定させた。この制度は物伽安定後rエ資分J 制度 

C1952) を通じて眞金の8 得賞金制に発展するものと 

なったわけである。ここでもr中国銀行総行折資チ貝金 

統一規約j が 7大都市中国人民銀行折実貯蓄牌伽毎月 

平均値のー览表と共に掲載され，戦♦終緒後のィソフ 

レ収ポの社会主義的形態の独自性の客観的資料があ 

げられている◊折実公债とその規約についても同様で 

ある（183更)0
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このあと中国人民幣のデノミネ一ションと物価変動 

抑制に对する'強力措置的機能が解明される。

第 5 章は過渡期における貨Wfの理論的諸問題として 

r過渡期における貨幣?>本質と社会的性格J , [中国の 

過渡期における貨膽二人民戦の本質とその社会的性 

格j 力*>解明されて全体を理論的にしめく くるら金丸氏 

が長期間従事してこられた中国研,究一一■その一部は本 

論文に付.された副論文数篇及び中国語審査に出された

中国原典古文書其他の訳書に示される--ぬ 1つの集

大成がここに示されたわけである。’.. ■

社会主義経済理論の分野はまだ新しく'，ソ . 東欧圏， 

中国学界の他アメリカ，西欧特に英.仏学界の循大な 

据野を構成する諸論稿が日々提起する新命題の処理に 

追われて体系化に至っていないが.，本論文は，その中 

にあって，広大な中国の第二次世界大戦終結時から傾 

斜し始めた社会主義経済への移行期を対象に,従莱学 

間的対象の空白期間時の極めて実証的な史的检証を基 

盤とし';C 2 つの通貸の制度的.政第的転換と対抗を明 

らかにし，その通貨システムとインフレ収束策との関 

連の中から，人民幣という資本主義経済における貨幣 

の理念を超えた "社会主義貨幣"（その基本的性格は貨 

幣論的により深められねばならないにしても）.の端緒を別 

決し，現段階までの社会主義経済理論の中で位置づけ 

ようとしたものであって，極めて独創的な業績である。 

上海の同文書院大学出身で永らく亜細亜通信でュ ュ 一 

スの訳出を担当された中国語読解力と資料収集の努力 

も又その分野に他人の入れぬ条件を充たしたものと思 

われる。

本論文が博士の学位に値すると認楚する。

論 文 審 査 担 当 者 主 査 平 野 拘 子  

同 副S 山 本 登

同 ' ' 飯 ff l裕 康

.学力確認担当者 鳥 崎 隆 夫

同 立 間 祥 介
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学 位 説 文 題 名 [人ロ老膽化が経済•社会におよぽす 

影響に関する統計.的研究J

内 容 の 要 旨

r人口老齢化が経济•社会におよぼす影響に 

関する統計的研究J 諭文要旨

岡 綺 陽 一  

明治以降の日本の近代的を展過程の中で，出生拳と 

死亡率は西欧先進諾fflで見られたいわゆる人口転換の 

バターンに沿って低下爐向をたどったが,そのような 

人ロ:動態の変化はとくに第二次大戦後にお、、て著しか 

った。この戦後の人口動態の変化は経済の高度成長と 

あいまって，戦前からの慢性的過剰人り問題の解決に 

貢献するところ大であったが, 他方人口老M 化を招来 

する原因でもある。人口老齢化は長期的過程であり， 

昭和50年代初期の段階はまだその始発点にすぎない 

将来推計人ロによれば，人口老婦化が本格化するのぽ 

むしろ今後のことであり，来世紀に入力て真実の意味 

の高齢社会が実現するものとみられる。

今後数十年にわたって進行すると于想される人口老 

齢化は，経済と社会の諸側ilSに大きな影響をおよぼす 

ものと思われ，それぞれの侧面において適切な施策が 

要請されるであろう。これらの問題点は，現状の構造 

分析を行うことによってかなり正確に予測することが 

できるはずで，本研究では人口ととくに密接に関係し 

ている諸側面を対象として分析した。その結果，次の 

'諸点が明らかになった。

第 1 に, 労働力人口と雇用の構造について,労働力 

人口の老龄化が進行すること。それに伴い高齢労働者 

の雇用問題が一段と深刻化するおそれがあり，それに 

対する施策が必要である'こと。第 2 に，地填人口移動 

およぴ人口分布について,高度成長期に激しい人ロ移 

動がみられ，人口分の偏在化が進んだが，移動人口 

は概して若年人口に集中していた。したがって，今後 

人ロ老蹄化が進行する中で,人ロ移動は鎮静化の方向 

に向うものと思われる6 しかしそのこi は同時に,現 

状にお1/、てすでに問題化している人1コ分布の偏在がそ 

のまま固定化するおそれがあることを意味するのて〜

-148 U0&0)

■ M ii


